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4K・8K放送に対応したヒラギノTVゴシックを開発 
 

株式会社SCREENグラフィックソリューションズ（以下、SCREEN GA）はこのほど、「一般社団法人 電
波産業会」が策定するARIB STD-B62規格に対応した、4K・8K放送対応のヒラギノTVゴシック6書体を開
発しました。 
 

  
 
 
 
   

ヒラギノTVゴシックを使った電子番組表の表示例 
※赤下線部分はB62対応により新たに追加された文字   

ヒラギノTVゴシック書体見本 
 
 

☆これらの画像の印刷用データ(解像度300dpi)は、下記URLよりダウンロードできます。 
（www.screen.co.jp/press/download/GA170427.zip） 

 
2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、2018年12月にはBSで4K放送の開

始が決まるなど、テレビやケーブルテレビ放送等の受信・変換装置であるSTB（セットトップボックス）などの
メーカーにおいては、4K・8K放送の電子番組表や字幕放送に対応したフォントへの要求が高まっています。こう
した業界動向を受け当社は、「一般社団法人 電波産業会」が策定したARIB STD-B62規格に対応した「ヒラギノ
TV丸ゴS W4/W6」「ヒラギノTV角ゴS W4」「ヒラギノTV丸ゴU W4/W6」「ヒラギノTV角ゴU W4」の6書体を
開発。2017年7月から提供を開始し、4K・8K放送へのニーズにいち早く対応します。 

「一般社団法人 電波産業会」（Association of Radio Industries and Businesses／略称：ARIB）は、通信・
放送分野における新たな電波利用システムの研究開発や技術基準の国際統一化の推進などを目的に設立。携帯電
話事業者や放送局、衛星放送事業者、無線機器メーカーなどが加盟する日本の業界団体です。ARIB STD-B62は、
4K・8K放送に必要となる文字セットとして規格化。従来規格のARIB STD-B24の文字セット（7,568文字）に 
第3／第4水準の漢字・非漢字、ARIB用外字などの文字を追加し、合計1万1,696文字の文字セットを収録してい

http://www.screen.co.jp/press/download/GA170427.zip
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ます。 

当社のヒラギノフォントは、その洗練されたデザインと文字品質の高さでプロのデザイナーを中心に高い評価
を獲得。さらに「自然に、楽に、長く読める」ことを追求して開発されたUD書体は、ユニバーサルデザインにも
対応しています。ヒラギノフォントが持つ「美しく、読みやすく、つぶれにくい」という特長により、スマート
フォンや電子辞書、デジタル家電、カーナビなどの表示書体として幅広く利用されています。このたびのARIB 
STD-B62規格対応フォントである「ヒラギノTVゴシック」の開発により、超高精細なディスプレーにふさわしい
高品位な画面表示が可能となり、製品の付加価値を高め、他社との差別化を図ることができます。 

当社は、本製品を2017年5月10日（水）から12日（金）まで東京・有明の東京ビッグサイトで開催される「第
20回 組込みシステム開発技術展（ESEC）」に出展します。そして今後も、高品質な書体作りを通じて、時代の
変化やメディアの多様化に応え、幅広い企業ユースのニーズに対応していきます。 

 
＊ ヒラギノは、株式会社SCREENホールディングスの登録商標です。 
 

● 本件についてのお問い合わせ先 
株式会社SCREENグラフィックソリューションズ ヒラギノホットライン Tel: 075-417-2568  
https://www.screen.co.jp/screen-hiragino/inquiry/index.php 
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